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（１４時０１分開会） 

 

１．開会 

○大木 定刻になりましたので、ただいまから令和５年度第１回情報選定委員会を開催い

たします。私は健康安全研究センター企画調整部食品医薬品情報担当課長の大木と申し

ます。４月１日からこちらで仕事をしております。 

  座長に進行をお願いするまでの間、私が進行を担当いたします。よろしくお願いしま

す。 

本日の会議は、デジタルトランスフォーメーション推進の一環としまして、委員の皆

様にはリモートによりご参加いただいております。事務局の一部の職員につきましても

都庁内からリモートによって参加しております。 

Ｗｅｂ開催ですので、通信環境に起因する遅延など、機器操作等の点で皆様にお手数

をおかけするかもしれませんが、円滑な会議運営にご理解ご協力をよろしくお願いいた

します。 

それでは、開催にあたりまして当センター健康情報解析担当部長野口からご挨拶を申

し上げます。 

○野口 健康安全研究センター健康情報解析担当部長の野口でございます。情報選定専門

委員会の開催にあたりまして、事務局を代表して一言ご挨拶を申し上げます。  

  委員の先生方におかれましては、大変お忙しいところ情報選定専門委員会にご出席を

賜りまして誠にありがとうございます。令和５年度につきましても引き続き課題の検討

をよろしくお願い申し上げます。 

  本委員会は、文字どおり、食品安全評価委員会に提供する食品安全情報を選定し、評

価委員会に於ける議論の方向性をご検討いただく場でございます。本日は、２題ご用意

させていただいております。 

  フリーマーケットサービスの利用に伴う食品衛生に係る普及啓発。そして、きのこの

生食に関する消費者アンケート及び細菌学的実態調査の２題でございます。 

  また、昨年度ご検討いただきました「園芸植物等の誤食による食中毒」につきまして

も、これまでの都の対応を含めましてご報告を申し上げる予定にしております。 

  限られた時間ではございますが、委員の皆様からは忌憚のないご意見をいただければ

幸いと存じます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○大木 それでは、Ｗｅｂ会議を行うにあたりまして、皆様に３点お願いがございます。

１点目ですが、ご発言の際には挙手ボタンを押していただきまして、座長からの指名を

受けてからご発言をお願いいたします。 

  ２つ目は、議事録作成のために発言の際にお名前を申し訳ないですが、おっしゃって

から、なるべく大きな声ではっきりとおっしゃっていただきますようにお願いいたしま
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す。 

  ３点目ですが、議事に入りましたらご発言のとき以外は、申し訳ないのですが、マイ

クをオフにしていただきますようお願いいたします。 

  では、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、会議の成立についてご報告いたします。 

  本専門委員会につきましては、東京都食品安全情報評価委員会規則によりまして、委

員の過半数が出席しなければ会議を開くことができないとされております。本日は５名

の委員の全員ご出席いただいておりますので、本委員会は成立しております。ここにご

報告いたします。 

  それでは、今後の進行は座長の関崎委員にお願いしたいと思います。関崎座長、よろ

しくお願いいたします。 

 

２．議事 

○関崎 かしこまりました。本日は２題の課題があります。 

  活発なご議論をいただいて、納得いくような結果にしていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

それでは、まず本日の資料の確認を事務局からお願いいたします。 

○勇上 事務局の勇上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

  事前に紙で皆様のもとにお送りしております資料をお手元にご用意ください。こちら

の資料の確認をさせていただきます。 

  資料は全部で４種類ございまして、まず最初に次第、その次に委員名簿、３つ目に、

左上に資料、と書かれたもの、最後に参考資料、この４種類がございます。 

  ３つ目の資料ですが、資料１から４までの４種類ございまして、まず資料２は、資料

２－１、２－２がございます。資料２－１には添付資料が３種類、添付資料１、添付資

料２、添付資料３がございます。資料２－２にも添付資料が３種類、添付資料１から３

まで振られてあるものがあるかと思います。 

  本日の資料は以上となります。 

〇関崎 ありがとうございます。資料の過不足とかないでしょうか。よろしいでしょう

か。  

  次に、本専門委員会の公開について確認いたします。今回の議事及び資料の公開か非

公開かについて、事務局のお考えを説明をお願いいたします。 

〇大木 事務局の大木からご説明申し上げます。 

  会議は原則として公開となります。まず、お手元の参考資料の３ページ目、東京都食

品安全情報評価委員会の運営について、第３の規定によりますと、会議を公開すること

により、委員の自由な発言が制限され、公正かつ忠実な検討に著しい支障を及ぼす恐れ
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がある場合、会議において取り扱う情報が、東京都情報公開条例第７条各項に該当する

場合につきましては、会議の全部または一部を非公開することができるとなっておりま

す。 

  本日の議事につきましては、公開資料につきましては、委員限りとされているもの以

外は公開とさせていただきたいと思います。 

〇関崎 それでは、お諮りします。ただいま事務局から説明がありましたとおり、議事は

公開、そして次第において、委員限りとされているもの以外は公開ということでいかが

でしょうか。 

  異議がある場合は、挙手ボタンを押していただくか、あるいはお声で発言していただ

いても結構です。 

  いかがですか。よろしいですか。 

  特に発言はないようですので、これがご承認いただいたということにいたします。 

  それでは、早速ですが、情報の選定に入ります。収集情報２題ございます。１題ずつ

検討を進めたいと思います。 

  最初に、フリーマーケットサービスの利用に伴う食品衛生にかかる普及啓発につい

て、事務局からご説明いただきたいと思います。よろしくお願いいたします、 

〇勇上 事務局の勇上でございます。 

  それでは、まず最初に、フリーマーケットサービスの利用に伴う食品衛生にかかる普

及啓発についてご説明いたします。 

  資料２をご覧ください。本事例の概要についてご説明いたします。 

  近年、 Consumer to consumer、いわゆる消費者間のＥコマースと呼ばれる取引が増

加してございます。特にフリーマーケットサービス、以下、フリマサービスと言いま

す、の利用による消費者個人が、オンラインのフリーマーケットサイトで物品を売買す

るという形態が拡大しています。 

  一方で、フリマサービスによる取引をめぐるトラブルも発生しています。国民生活セ

ンターによると、フリマサービスに関連する相談件数は増加傾向にあります。 

  詳細につきましては、添付資料１をご覧ください。 

  ２０１９年１０月には、消費者庁が要冷蔵食品を常温配送している事例があるとして

注意喚起を行いました。 

  贈答用に真空パックされた要冷蔵食品を、真空パックされているから大丈夫だろうと

か、あるいは保冷剤をいれたから大丈夫とか、あるいはクール配送ではいわゆる匿名配

送ができないという理由、またクール配送では配達料が高くなるといった安全性への配

慮のない理由で、常温配送されているような事例が、複数のフリマサイトで確認された

とのことです。 

  令和２年度第２回食品安全情報評価委員会において、新しい日常における食中毒予防
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等に関する普及啓発を検討いただきました。 

  検討結果に基づいて調査した結果につきましては、添付資料３をご覧ください。また

画面でも共有しております。 

  フリマサービスの商品の売買契約は、消費者同士が結んでいるということから、トラ

ブルがあったときには、自己責任で解決することが求められております。 

  消費者は出品者及び購入者両方の立場にもなり得るため、食品を売買する際に法令や

規約を遵守し、食品による被害を防ぐ普及啓発が必要と考え、収集情報といたしまし

た。 

  以上になります。 

〇関崎 ありがとうございます。 

  それでは、この情報について、順番に指名させていただきますので、各委員からご意

見をお願いしたいと思います。 

  いつもは私が座長だということで、最後に申し上げたりしているのですが、座長の意

見が偉いわけではないので、あくまで取りまとめと進行係ということですので、本日は

この名簿の順番でいこうかと思います。 

  ではまず、石井委員からご意見をいただけますでしょうか。 

〇石井 石井です。よろしくお願いします。 

  私、この課題を見たときに、一瞬よくわからなくて、何度も読んだんですが、私自身

余りフリーマーケットサービスを使っていなく、この中で食品の売買がされているとい

うことが、認識が不足していて、よく分からなかったということが一つあります。 

  しかしながら、こういうことが多くあり、いろいろな食品の知識不足で、お送りする

ときの状態が不適切ということがあるということなので、現代的課題だなと感じまし

た。 

  なので、こういうフリマに出していらっしゃる方々への注意喚起ということが、現代

では必要なのかなと思って考えています。 

〇関崎 ありがとうございます。 

  それでは、名簿でいくと次は私ですので、私からご意見申し上げたいと思います。 

  フリーマーケットというのは、元々は対面で実際に物を売りたいという人がいるとこ

ろに、買いたいという人が回ってきて、現物を見ながらお話をして、この品物がどうい

うものかというのを聞いて、その上で値段等を考えて買うというのが元々あったシステ

ムなんです。 

  それが、今やこれがネット上で不特定多数の人に公開した上で、その間で承諾成立し

たらやり取りできるという時代になってしまったとなると、今回の調査の中にあったよ

うに、適切な状態で物を送るという、配送するということができればいいんですが、そ

ういった配慮がされていないケースというのが結構あるんだということが、アンケート
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で見えてきました。 

  ということは、実際にもっとたくさん危険と隣り合わせになっている状態があるんじ

ゃないかとも思いました。 

  かつ、こういったネットを使ったマーケットというのは、ものすごい勢いで拡大して

いくんじゃないかという予測もありますので、私は何か事がいずれ起きるんじゃないか

なと、すごく怖いなと感じたものです。 

  ですから、これは、評価委員会にかけて、具体的にどういった情報を消費者の方に提

供したらいいのかをご議論していただいたらいいのかなと思いました。 

  それでは、次、３番目、堤委員、お願いできますでしょうか。 

〇堤 国衛研の堤です。 

  私の意見といたしましても、最近こういったフリーマーケットサービスといったもの

が非常に拡大しておりまして、また食品の販売なども増加しているという背景から、食

品を販売する際の食品衛生法を遵守するという意識が、一方で欠落している場合がある

かと思います。 

  先ほどの消費者庁の注意喚起等にもありましたように、要冷蔵食品の常温配送といっ

たものというのは、微生物の増殖に直結するということで、フリーマーケットでこうい

った要冷蔵食品を特に販売する人への注意喚起については、基本的に有用と思いまし

た。 

  ただ一方で、こういった情報収集がアンケートの結果だけでありましたので、もし、

難しいかもしれないのですが、こういったフリーマーケットで購入した食品の実態調査

とか、微生物とかでもいいですし、そういったものの情報があると、より注意喚起が必

要とされる補強といったものにつながるのかなと思いまして、ちょっと現時点では△と

させていただきました。 

  △としたというのは、もう少し情報があった上で進めたほうがいいかなと思った次第

で、このフリーマーケットサービスの利用に伴う普及啓発自体は、意味があると思って

いますので、もう少し私の意見としては、可能な限り情報を収集した上で進めたほうが

よりよいのかと考えました。 

〇関崎 ありがとうございます。 

 それでは、続けて、横田委員、お願いできますでしょうか。 

〇横田 私も実は堤先生と似ているところがございます。オンライン上のフリーマーケッ

トで本当に多いですし、もうこれでしか買い物していないという人もいるぐらいなの

で、大変広がっていると思います。 

  なので、注意喚起自体をする、啓発をしていくということ自体は必要だろうと思って

います。 

  一方で、普及啓発を効果的かつ効率的にするには、どういう人達がどんなものを扱っ
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ているのかや、どんな課題が実際起きているのかといったことが、もう少し見えてこな

いと、どの辺りにターゲットを置いて、普及啓発の内容を考えていけばいいのか、今の

情報だけでは難しいなというのが、正直な気持ちです。 

〇関崎 ありがとうございます。 

  それでは、最後になりましたが、吉川委員、ご意見をいただけますか。 

〇吉川委員 公募委員の吉川です。よろしくお願いします。 

  この件について私はすごくどきっと不意を突かれたように感じました。 

  というのも、日常的にやはりフリマアプリを利用しています。フリマアプリのほかに

もネットオークションサイトや通販サイトの中には、業者が売っているように見えて実

は、個人の方が販売しているという実態があると思っています。 

  先ほども話に出たように、実態がどのようなものなのかという具体例ですが、例え

ば、手作りクッキーをおそらく、この人は素人なのに、販売したものをおすそ分けとい

う形でパッキングして、しかもその住所とか、賞味期限のシールを自分でつくって貼っ

ているので、業者の名前は書いていないんですよね。 

  つくったところの住所は存在するか分からないですが、郊外のなんとか市何とか何番

地みたいな、みんなが知らないような、地域の住所を書いている。いかにも地域のお店

でつくっているのを、「余っちゃってるので安く提供します」みたいなブランディング

をして販売している。 

  ただ、やはり私たち消費者は、例えばフリマアプリでお洋服を買ったら、個人の人か

ら買って、成功体験があるんですよね。 

  例えば、すごく親切に個人の方から子供のおさがりです、っていって購入できた。向

こうも喜んでくれて、嬉しいです、って言ってコミュニケーションがとれた。安くてい

い物が手に入って嬉しい、という成功体験があるので、フリマアプリというものの、販

売している人をあんまり疑っていないという前提があるんです。 

  なので、私もフリマアプリのお写真の見せ方で、田舎のところでフキノトウを売って

いますと。きれいにお祝いのときに食べるフキノトウです、季節のものを食べるという

のは、やっぱり人間にとってすごく情緒豊かになるし、子供の教育にもいいですよ、み

たいな見せ方をしていて、たくさん販売している場合があります。  

  私もなんとなく血迷って惹かれてしまって、それを家族、高齢の父に相談したとこ

ろ、それは「農協とか、農薬とか、そういう監査がちゃんと入っている業者なのか、じ

ゃなかったら、本当に土地の汚染がされているところで、フキノトウみたいなものを吸

収率のいいものを育てて、それを体内に入れると、重金属とかの摂取につながるよみた

いな、そういうところまで考えて食品を買え」と一喝入れられたんですね。  

  なので、今回のテーマとちょっとズレてしまうかもしれないですが、そういう衛生面

だとかいったところも、騙されている部分というところが少なからずあるだろうなと思
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います。 

  なので、やっていただけることとしては、消費者自身が賢くなれるような提示、具体

的な事例とかいったところをしていただきたいと思います。 

  前提として、クール便の発送が大丈夫だと思いました、みたいなことで、逃げ切る販

売者がいるんですよね。フリマアプリとかは全く一切消費者同士の責任の上でやってい

るので、全く責任は負ってくれない。 

  以前、私、電化製品を買ったら、全くの偽物を売られたんですが、そこは全く補償し

てくれませんでした、みたいな経験があるので、そこはやっぱり消費者が賢くならなき

ゃいけない。 

  なので、具体的な提示で教えていただきたいなというところです。 

〇関崎 いろいろご意見ありがとうございました。大変参考になりました。 

  これで全ての委員のご意見が出揃ったんですが、このほかに、それらをお聞きした上

で、追加の意見、あるいは、今の意見を伺った上でもう一つ何か述べたいという方がい

ましたら挙手していただくか、お声をあげていただけますでしょうか。 

  堤委員、よろしくお願いします。 

〇堤 国立衛生研究所の堤です。 

  今回、食品衛生に関わる普及啓発と書かれていまして、一例として、この要冷蔵品の

常温発送というものが、消費者庁からの資料が添付されていたのですが、今回は主にこ

の微生物の増殖というんですか、のリスクに重点を置いて、普及啓発をすると考えてよ

ろしいんですかね。 

  実は、こういったフリーマーケットで出回っている食品、例えば先ほど話にあった山

菜とかキノコといった物の中には、一例として、放射性物質とかの食衛法の基準値が結

構超過しているような事例もあります。 

  厚労省でこういったフリーマーケットで出回っている天然の山菜やキノコといったも

のを調査して、超過が見られた場合は、運営会社、出品者の管轄自治体にもそうです

が、情報提供とかするようになっていると伺っているんですが、あくまで今回は微生物

が一番リスクが高いと思われますので、これに焦点を当てた情報提供ということでよろ

しいんでしょうか。 

〇関崎 この件について事務局から何かご意見はありますか。 

〇勇上 事務局でございます。 

  微生物の増殖についてフォーカスを当てるかということですが、こちらにも先ほど堤

委員がおっしゃったように、まだやはり事例が、消費者同士の取引ということで、表に

出づらいというところもありますので、集めていただく中でそういったものがあれば、

例えば放射性物質なりなんなりということについても、情報提供することはあると思う

んですが、今後の展開次第といいますか、情報収集していく中で考えていければと思っ
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ております。 

〇関崎 それは、情報収集はもちろんこれからも続けるということであるけれども、現時

点では、ある情報の中で、関係するところから扱っていきたいというような意味です

か。 

  放射性物質もそうですし、先ほど吉川委員の例え話の中に重金属みたいなことも出て

きましたし、いろいろな物がいずれ出てくるんだろうなとは思うんですが。 

〇大木 発端は食品衛生法の確かに温度管理だったんですが、私がこれを読んだあとで、

皆さん、先生のお話を聞きながら、テーマ自体が確かに、微生物だけじゃないんじゃな

いかなと思い始めておりました。 

  それ自体確かにまだ何をどういうふうに提供すれば、賢い消費者になれるのかという

ところ自体から考えていかなればならないんだなというのを、今、前から思ってはいる

んですが、このお話を通じて単純に微生物だけとは言えないんだなと感じたのが正直な

ところです。 

  堤委員のご質問に対しては、微生物に決まっているわけではないということもそうで

すし、他の委員の方もそれぞれのいろんな経験値と体験から思いをお持ちなんだなと、

改めて感じたというのが、正直な事務局としての感想です。 

〇関崎 分かりました。当面は微生物というのが前面に出ていますが、この辺については

情報が十分ないということですね、現状では。 

〇大木 そのとおりです。 

〇関崎 分かりました。では、情報は引き続き収集していただくというのはもちろんです

が、現状ではそこまではないので、まずは、微生物系については、もういくつかの事例

があるということで、話をしたいということだそうです。もちろん、ほかのものを当然

除外するものではないということです。 

  今のご議論を聞いた上でも、また何かご意見はございませんか、委員の先生の方か

ら。 

  よろしいですか。 

  私からちょっと事務局にお伺いしたいんですが、情報が例えば、今の意見の中ではち

ょっと足りないんじゃないかということをおっしゃる委員が、すごく多かったというこ

とと、私は情報が足りないとまでは言ってないんですが、確かに事例がこれからいろい

ろ出てきそうで、そうなると放射性物質ですとか、重金属ですとか、様々な危害因子が

その中に含まれてくる可能性があるわけです。 

  そういったものは、何か事件が起きたらということになるんですかね。事件が起きる

前に何とかしなきゃいけないような気もするんですが。 

〇大木 すみません、事件が起きる前に何とかしたいと思うんですが、余りにたくさんの

事例を急に出してしまっても、消費者の方、都民の方は混乱するのかなと思うので、順
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番にというのも、今たくさんあり過ぎて、というのがありますので、それも含めた今後

の検討になるのではないかなと思うんですが、委員の先生、いかがでしょうか。 

〇関崎 現状ではいたし方ない面もあると思いますので、分かりました。 

  今のお話を含めて何か委員の方々から追加の発言等はありませんか。 

  もしなければ、取りまとめという話になるんですが、よろしいでしょうか。 

  吉川委員、お願いします。 

〇吉川 同じ世代の人たちで、例えば食中毒にあったということだったら、フリマアプリ

で買ったものを疑うという、目に見える形というか、事実としてつかみやすいんです

が、蓄積してしまうものとか、後々何か影響が出てしまうものというのは、いつどこで

何があってというのはすごく追いにくいわけです。 

  私が購入したもので誰か、家族が、子供達が、後々発がん性物質を吸収してしまっ

た、みたいなところで後悔はしたくないので、「あなたのこれが危ないのよ」という注

意喚起ではなくて、「一度ちょっと立ち止まって考えてみませんか」みたいな。 

  例えば、「植物の中には規定量よりも大幅に超えてしまうものがあって、それを蓄積

して食べてしまうと危ないんです」とか、あとは、「見た目もとても美味しくて、見た

目もカビは生えていないけれども、菌とかウィルスが付着している場合があるんです

よ」みたいな、 

  何となく気づく人には気づく、それが巷で話題というか、井戸端会議のネタになると

ぐらいの程度でいいと思うんですが、そういう種まきをしていただけるようなことがあ

るとありがたいなというのが、個人の意見です。 

〇関崎 ありがとうございます。 

  ほかに委員の方でご意見ございませんか。もう追加はよろしいですか。 

  ご意見が出尽くしたようですので、それでは、事務局でまとめとその確認をお願いし

てよろしいですか。いろいろな意見が出てきたので、まとめるのが難しいかなと思うん

ですが。 

〇大木 そうですね。ちょっと画面の共有をさせていただきたいんですが。委員の皆様の

ご意見を聞くと、健康被害の未然防止をやるというのは必要だなというご意見を皆さん

お持ちで、被害の拡大阻止も必要だと、正しい情報提供も必要だということで、検討に

見合う情報があるかについては、△なのかなと思ったのですが、「実はもっと放射性物

質とかたくさんあるんじゃないのか」と、そこが△なのかなと思ったんですが、 

  さっき吉川委員が、「ちょっとあれなんだけれども」ということで、きっかけになる

ような情報提供から始められないかという点で言えば、評価委員会の緊急の情報提供の

必要性が〇になるのかなと、皆さんのお話を聞きながら思ったんですね。 

  そうすると、最後に残るのが、評価委員会での検討の必要性があるかですが、〇４つ

△１個、だから〇。こういう考え方はよくないかもしれないですが、皆さんの共通の認
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識として、委員の方々は何かやらなきゃいけないんじゃないかと。 

  ただ、「一歩踏み込むようなすごく詳しい情報を提供するには、ちょっと情報が足り

ないんだけれども、できることからやったほうがいいんじゃないか」というニュアンス

で、私は皆さんの声を受け止めたのですが、いかがでしょうか。 

  ご意見をもし伺えれば、最後の今空いている右から２つ目のところを〇というのでも

いいかなと思っていますが、 

〇関崎 この評価委員会で検討ということは、今ここではあくまで選定ですので、評価委

員会に問題を持っていくかどうかを決めようというだけの話ですが、評価委員会に持っ

ていった後で、また評価委員会がどう判断するかというのは、別な話ですよね。 

  あるいは、どういう形態で情報を提供したらいいかとか、突っ込んだ話も出るかもし

れませんが、そういうのをするのか、あるいはそれもせずに、もうここの選定委員会の

段階で、まだ情報が十分じゃないからということでとどめて、情報が集まるのが待つの

かという、どちらかということと考えていいんでしょうか。 

〇大木 はい、そのとおりです。 

〇関崎 分かりました。 

  委員の方々、そのとおりだという話だったので、ここの場だけで終わりにしてしまう

のか、評価委員会に持っていって、もう少し構成の委員の方々のご意見を拝聴して、や

っぱり情報が足りないから、ちょっと情報を集めるのを先にしようということにするの

か、今ある情報だけでとにかくすぐにでも何か情報提供したほうがいいのか、あるいは

それをどのような形でしたらいいいのかというのを、評価委員会で議論していただくの

か、そのどちらかということなんだと思います。 

  委員の方々から何かご意見をいただけますか。 

  何かありませんか。 

  とりあえず、評価委員会には持っていって、ここでこういうふうにいろいろ意見が分

かれた、あるいはどちらにしようかということで、選定委員会でも結論を出すのに難航

したということも付け加えた上で、評価委員会に持っていくということはできると思い

ますが、どうでしょうか。 

  吉川委員、お願いします。 

〇吉川 評価委員会にぜひ検討していただきたいんですが。やっぱり消費者としての経験

値の差がすごくある分野だなと思うんですね。 

  私が今日事例として挙げたことというのは、すごく個人のものなので、評価委員会の

指標の資料になるかというとすごくならない。 

  なので、もうちょっと一般の方から、「こういうのが気になった」みたいな資料があ

れば、一番動いていただける材料になるのかなと思うんですが。何かそういう材料を集

めた上で評価委員会に持っていくというのは、一番リアルというか、切実な問題として
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捉えていただけるのかなと思うんですが、そういう資料を集めた上でというのは可能な

んでしょうか。 

〇関崎 事務局、いかがですか。 

〇勇上 事務局です。一般の方のご意見ですとか、何らかの実態調査的なことをした上で

挙げるかどうかということは、できるとは思うんですが、ただ、かなり評価委員会は７

月１４日だと思うんですが、それまでの間に集まるかと言われると、おそらく集まらな

いと思います。 

  こちらでインターネットを使って、例えばインターネットの掲示板のような、一般の

方々が「こういうときにどうしたらいいですか」というサイトを見てみますと、ざっと

見て、やはり多いかなと思うのは、やはり温度管理ができていないことで、到着した時

に荷物が腐敗していたとか、カビが生えていたんですが、というようなことは、そこそ

こ見ることができたんですね。 

  ただ、それ以外の、例えば放射性物質が心配だとか、重金属汚染がというお話ですと

か、あるいは、我々も気がついていないようなことについては、こちらでは探すことが

できなかったので、そういったものも含めて情報集めてとなると、次の７月の評価委員

会にそれらを集めて出すということは、ちょっと難しいかなと思っています。 

〇関崎 そうなると、次の評価委員会はいつ頃ですかね、やるとしたら。 

〇勇上 次は第２回です。例年ですと、来年の２月ということになるかと思います。 

〇関崎 来年の２月まで待って情報を集めるかということですが、 

 横田委員、お願いします。 

〇横田 先ほど関崎先生がおっしゃっていた、今この委員の中でもどう進めていくかとい

うことも含めて、意見がいろいろあるということも含めて、評価委員会に諮っていくと

いうのを、７月に一度して、その時点で皆さんから、例えば「やはり情報が足りない

ね」とか、もしくは、例えば調査をするにしてもどんなふうに調査をするのかというこ

とも含めてやっていかないと、無尽蔵に予算があるわけじゃないでしょうから、やはり

その辺ピンポイント絞って、こういうところ知るために調査を設計していかないともっ

たいないと思います。 

  ですので、そういうことも含めて、７月に評価委員会でも検討していただくというの

が、関崎先生が先ほど「こういう手もあるんじゃないか」とおっしゃっていたところ

に、私はいいご意見だなと思ったので、賛成ということでございます。 

〇関崎 ありがとうございます。 

 ほかの委員の方々はいかがでしょう。石井委員、お願いします。 

〇石井 私も消費者庁のこのチラシを見て、いつも言われていることというか、そういう

ことなんだけれども、フリマアプリを使って、している方へという、「フリマ利用者

へ」ということが、今すごく大事なのかなと思います。 
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  今議論している中身を聞いていても、なかなか調査してこれをというのは、とても大

きな課題になっていくので、まずはフリマアプリを使っている方々への注意喚起という

ところでの情報発信というのが、必要なのかなと思いました。 

〇関崎 ありがとうございます。とりあえずは今ある情報の中でできるものをどんどん発

信していこうというご意見と受け止めました。 

  ほかの委員の方々でまだ何かご意見はありませんか。 

  よろしいですか。 

  皆さん、うなずいてらっしゃいます。だいぶ意見も出尽くしたと思います。 

  事務局、これでどう考えますか。 

〇大木 先ほど関崎委員もおっしゃっていたんですが、ここでも意見がいろいろあったと

いうことを含めて、評価委員会での検討に上げまして、そこで情報どう集めていくか

と、委員の中からございましたが、それも含めて議論をした上で、情報発信はできるこ

とからということについては、事務局で、それはそれで考えつつ、一旦、評価委員会で

提案させていただければなと思いますが、いかがでしょうか。 

〇関崎 事務局の案としては、今のようなものですが、委員の方々、それに対して何か反

論ですとか、付け加えることですとかございませんか。 

  大変貴重な意見がたくさん出たので、そういったところを漏らさず、評価委員会にも

伝えた上で、あちらでまた深く議論していただくということがいいのかなと感じました

が、よろしいですか。 

  委員の先生方、よろしいですか。 

〇横田 それでいいです。 

〇関崎 ありがとうございます。 

  では、事務局、どうでしょう。もう一回仕切り直してまとめというか、やっていただ

いたほうがいいかなと思うんですが。 

〇大木 それでは、こちらの専門委員会としての結論としましては、フリーマーケットサ

ービスの利用に伴う食品衛生に係る普及啓発を検討課題とさせていただくとして、報告

したいと思います。 

  今いろいろな意見がありましたので、それも含めて報告したいと思います。 

〇関崎 ありがとうございます。 

  それでは、こういった意見ということで、いろいろな意見が出ましたので、事務局の

方はそれを漏らさず、評価委員会にもそれをお伝えして、深い議論をしていただくよう

にと、設定をよろしくお願いいたします。 

さて、それでは、続きまして、キノコの生食に関する消費者アンケート及び細菌学的

実態調査について、事務局からご説明いただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 
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〇勇上 それでは、キノコの生食に関する消費者アンケート及び細菌学的実態調査につい

て説明いたします。 

  また資料２と、資料２－２に戻っていただいて、ご覧いただきながら聞いていただけ

ればと思います。本事例の場合についてご説明いたします。 

  日本では、キノコは加熱処理するものとされておりまして、「キノコ、生食」とイン

ターネットで検索いたしますと、「そもそもキノコは生食できない」というような情報

が、多数抽出されます。 

  今お示ししている画面の上の資料は、農林水産省のツイートでありまして、こちらに

も、「生で食べられるのは、白のマッシュルームぐらいです」ということでツイートが

残っております。 

  また、農林水産省の主催するリスク管理検討会というのがありまして、こちらにおい

ても、「マッシュルームを除くキノコについては、必要な下処理をした上で、加熱して

食べることを前提とした衛生管理を行うこと」とされていて、「キノコについては加熱

して食べるもの」ということになっております。 

  一方で、料理の投稿サイト上では、キノコを加熱せずに使用する調理法がいくつか紹

介されております。 

  東京都は、令和４年度にキノコの調理方法についてアンケートを取りましたところ、

キノコに食中毒菌が付着している可能性については、半数以上の方が「知らなかった」

と回答しております。 

  アンケートの詳細につきましては、添付資料１にございますので、ご覧いただければ

と思います。 

  併せまして、市販されているキノコの細菌学的実態調査を行いました。結果につきま

しては添付資料１のとおりですが、画面でも共有しております。国産キノコの結果につ

いては、こちらのとおりです。なお、添付資料１については、委員限りの資料となって

おります。 

  続きまして、輸入キノコの結果につきましても、画面共有をしております。添付資料

１をご覧ください。同じものが載っています。 

  日本では、キノコを原因とする細菌性食中毒の発生はありませんが、海外ではエノキ

ダケによるリステリア食中毒とか、キクラゲによるサルモネラ食中毒が発生していると

いうことで、収集情報といたしました。 

  説明としては以上になります。 

〇関崎 ありがとうございます。 

  では、この情報について委員の方々から順番にご意見をお願いします。先ほどと同じ

順番でよろしいですかね。私が２番目に発言しようとは思います。 

  では、冒頭、石井委員からまたお願いできますか。 
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〇石井 私は、キノコというと、秋の毒キノコの話かなと思って読み始めたら、いやそう

じゃなくて、普通のキノコのことだというので、読み直したところでした。 

  キノコを生で食するという食行動が、やっぱり最近の変化したことなんだなと感じま

した。 

  野菜も元々日本ではほとんど加熱しで食べていたものが、サラダという食べ方が入っ

てきて、生で食べたほうが栄養が損失しないとかいうようなことが、すごく消費者の皆

さんにはこびりついてる感じがするんですね。 

  それで、野菜もキノコも生で食べるということには、それなりのリスクもあるという

ことを、やはりここで生食が出てきているという実態を見ると、その辺の思い違いとい

いますか、そういうようなことをしっかり考え直していただくようなことはしなくちゃ

いけないんだなと感じました。 

  それで、元々キノコはキノコの菌類があるのですが、細菌学的な汚染実態調査という

のも余りないんだなと感じましたので、ぜひそれは調査して、情報発信していけたらい

いなと考えています。 

〇関崎 ありがとうございます。 

  では、続いて私から。情報判定シートに×を全部付けました。 

  これはあくまで問題提起というつもりで出したもので、〇でもいいものもあったんで

すが。１つは、まずキノコは生で食べんだろうというのが頭の中にずっとありまして、

今回の調査で生で食べる人がいるということ自体に大変びっくりしましたね。非常に驚

きました。 

  生で食べられるというのは、冒頭に事務局からも説明があったように、マッシュルー

ムの白いやつで、非常にきれいなところで、新鮮なものだったら、泥の部分、培養土な

んかついてるところを取って、生で食べる、サラダに混ぜて食べるというのは、ある意

味許される範囲のギリギリで、これも例外中の例外だろうと、生で食べるというのは。 

  その他のキノコ全て生で食べちゃいかんというのが常識だと思うんですが、どうもそ

れが伝わっていないというのにものすごく驚きました。この件については何とかしなき

ゃいかんなと思います。 

  ただし、いくつか情報に出てきました、リステリアが出たとか、サルモネラが出たと

かというのは、それほど大騒ぎする話ではなくて、リステリアなんてもうどこにでもい

ますから、調べたのに１検体しかないというのはむしろ少なくて、本当はもっといるん

だろうに、分離培養できなかっただけじゃないのと思いまして、普通にいますよね。 

  それ自体をそんなに大きく取り上げる必要はないだろうと、いうような意味もあっ

て、×××××と付けたんですが、最初に申し上げたように、生で食っちゃいかんとい

うのは、はっきり言わないといけない、情けない社会になっちゃたんだなと思いました

ので、その点、ぜひ情報提供したらいいのかなと思いました。 
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 では、次、堤委員、お願いします。 

〇堤 国立衛生研の堤です。 

  私は恥ずかしいんですが、キノコなんかでは結構生で食べられるものもあるのかな

と、この情報をいただく前は思ってました。 

  しかも、こういったキノコが結構、先ほど言った食中毒細菌とかに汚染されているケ

ースもあって、外国の情報にはなりますが、アウトブレイクとか発生して、死者まで出

ているという情報を拝見しまして、結構個人的にはショックを受けたというのがありま

す。 

  それで、こういった事例があるようでしたら、キノコの生食に関する注意喚起等を行

ったほうがいいのかなと思いました。 

  先ほど関崎先生からもご発言があったんですが、国内の調査で見られるんですが、そ

れほど高い頻度ではなくて心配しなくてもいいとおっしゃっていたので、大丈夫だとは

思うんですが、こういった日本国内の調査もあったので、情報提供する上ではいいのか

なと思いました。 

〇関崎 ありがとうございます。 

  それでは、続いて、横田委員、お願いします。 

〇横田 私は、恥ずかしながら、白いマッシュルームは生で食べています。他のキノコは

さすがに生で食べないですが。ただ、ありがたいことに、松茸を取ってきた方からご相

伴に預かったときには、ほとんど生に近い状態で食べたので、そういう意味では、恥ず

かしながら生食をする機会というのがそれなりにあるだろうなと思います。 

  ですので、これ自体は何らかの普及啓発というのは必要だろうと思います。 

  今までの、例えば食肉の生食の話ですとかいうことに比べて、どこまで緊急の話題な

のかなというところを悩みました。普及啓発自体は検討していくということはあってい

いかなと思っています。 

〇関崎 ありがとうございます。 

  では、また最後になってしまいましたが、吉川委員、お願いします。 

〇吉川 公募委員の吉川です。 

  私も堤先生と同じで、ダメなの？ダメだったの？というのが正直なところで、関崎先

生にえ？という感じですが。何でかなと思ったら、こびりついた知識が、お料理番組を

見ていても、「キノコは風味が大事なので洗わなくていいですよ」という、「石づきだ

け取ればいいです」というのが、やっぱりすり代わっていて、なんかきれいなものとい

う認識で刷り込まれているんですよね。 

  なので、今回の死者数を見たときにもうびっくりして、それであればかなり注意喚起

が必要なのではないかというところで、〇にしました。 

  ただ、私の中でこの今回の資料を見させていただいて、腑落ちしていない部分があり
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まして、「何でダメなの？」というところなんですよね。 

  キノコというのは、生育環境を考えると、ジメジメしたところのトンネルみたいな中

で、暗闇で菌を植え付けて繁殖させる、確かに菌は繁殖しやすい環境だよね、とは思う

んですが、でも、それがきれいな自然環境のある長野産だったら、きれいなイメージを

持ってしまっていて。 

  そういうところに天然、自然にいる菌なのか、それとも、例えば今回の資料の中に外

国での流通停止事例で、流通を止められた国と止められていない国とがある。この差異

というのは何なんだろうというところが、私の中で腑落ちしてない部分です。 

  なので、例えばキノコの養分というか、クズみたいなところに菌を植え付けると考え

たら、このクズの違いなのかなとか、そこに注入する栄養剤、例えば堆肥とか牛糞とか

鶏糞とかを混ぜたら、その鶏糞が質の悪いものだと、より菌が繁殖するからなのかなと

か。 

  逆にそのキノコの生態が分かっていれば、「そりゃあキノコを生で食べるなんて考え

られないよね」というところに、消費者はたどり着くと思うんですが、そこはやっぱり

国内でこんなにたくさん生産されているのに、つかめていない消費者という自分に、今

回気づかせていただきました。 

〇関崎 ありがとうございます。 

  皆さん、いろいろ率直なご意見をいただいたんですが、ほかに何か追加したい、ある

いはもう一つ反論もあるというようなご意見ございますでしょうか。 

  このまま取りまとめというと、何かちょっととりとめない状況だと思うので、何かご

ざいませんか。 

  私はキノコの専門家じゃなくて、細菌の専門家なのでキノコのことは余り分からない

んですが、日本には大体5000種類ぐらいのキノコがあるというのが知られていまして、

そのうち食べてもいいよというのが100種類ぐらいですね。食べちゃいかんというのが

200種類ぐらいと言われています。 

  ということは、残りの4700は食べていいか悪いかも分からないキノコというぐあい

で、キノコの世界というのは非常に不思議なことが多いらしいですね。 

  食べられるキノコと言っても、キノコ自体には元々消化しにくい多糖類がたくさん含

まれていますので、食べ過ぎると、食中毒と同じような症状が出ます。 

  おいしい、おいしいといって調子に乗って食べ過ぎた後にひどい目にあって、「毒キ

ノコを食べさせられた」と怒った人がいましたが、そうじゃなくて、「それはあんたが

食べ過ぎたからだよ」ということで、 

  キノコ自体には、おいしいから、あるいは風味がいいからということで、我々は親し

んでるわけですが、必ずしも100％安全なものではないというのは前提にありますね。 

それがあって「加熱しよう」ということが出てきてるのかなと思います。 
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  委員の方々で何か追加はどうでしょうか。 

  少なくとも、「生はいかんぞ」ということは、ちゃんとお知らせしたほうがいいのか

なというご意見が多かったというような気がしますが。 

  よろしいですか、追加のご意見は。 

  事務局、どうです？ ここでとりまとめというのは、まだとりとめのない意見が多く

て難しいかもしれないですが、どうでしょう。 

〇大木 最後のまとめというか、紙をちょっと出したいんですが、同じところをまた私も

実は悩んでいます。 

  私は田舎育ちでして、キノコは山でとるものだと思っている人なので、生食という概

念はなかったんですが、確かに白いマッシュルームだけは食べたことがあります。 

  ここで皆さんの委員の方に聞きますと、最初、未然防止は〇で、被害防止も加熱不足

で食べて、食べ過ぎても、これも〇かなと、正しい情報の提供も必要。  

  その検討に見合う情報があるかということですが、そもそも加熱不足で食べること自

体はこれ以上情報を集めてもというのもありますが、そこはちょっと悩んでいて、飛ば

したいと思います。 

  その次の評価委員会も飛ばしたいんですが、緊急の情報提供をする必要性があるかに

ついては、加熱不足で食べている人がいるのであれば、確かに委員の先生が肉ほどでは

ないけれども、みんな加熱不足で食べてもいいと思っているものであれば、早く出した

ほうがいいかなという情報もありで、〇なんじゃないかなと思います。 

  あとの真ん中の２つを見なければいけないんですが、今の段階でも加熱不足はＮＧと

いうのは、私どものホームページでも始めてもいいなかと思うんですよね。 

  大体キノコは秋のイメージがありますが、サラダだと夏のイメージもあるので、もう

出してしまってもいいかなと思うんですが、そうすると、じゃあ親会に検討する必要性

があるのかというところが、実は、皆様の意見を伺って、ここも△に近い、もう早く動

けるなら動いたほうがいいんじゃないかというご意見だと、まとめた感じだとそういう

印象を持ってしまったんですが、違うというのがありますでしょうか。 

  「そうは私は言ってないですよ」という意見がありましたら教えていただきたいので

すが、いかがでしょうか。 

〇関崎 委員の方々、いかがですか。△になっていますが、△というのは一応上げてみる

という意味ですか。 

  少なくとも「加熱不足では食べちゃいかんよ」という情報は、さっさと上げたほうが

いいのかなと思うんですが、それでいいのかどうかというのを、評価委員会でご意見を

いただくという流れもあるかなと思うんですが。 

  よろしいですか。 

  委員の方々からこの部分を、評価委員会出すか出さないかという話になるんですが、
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出さない場合、事務局は、「加熱不足じゃいけませんよ」だけはホームページにアップ

するぐらいはやっちゃうわけですか。 

〇大木 はい、そうです。毒キノコのホームページがあるので、そこに出したいなと思い

ます。 

○関崎 そこに注意喚起でということですね。 

 堤委員、お願いします。 

〇堤 国立衛生研究所の堤です。 

  評価委員会に出す検討とは直接は関係ないんですが、キノコというのは、生で食べて

はいけないというのは、先ほどから議論があったんですが、ちょっと気になったのが、

アメリカでしたか、乾燥キクラゲを水戻しかなんかしてラーメンに入れて、それでアウ

トブレイクが発生したという例が紹介されていました。 

  自分も料理をするときとかには、キノコはあまり茹でなくても食べていいだろうとい

うふうな意識があるんですが、さすがに「生はちょっと」というときもあるんですが、

「調理ではきちんと加熱をしろ」というふうな注意喚起もしたほうがいいのかなと思い

ます。 

  生というよりも、みんな食べるときは軽く調理してる方も結構いたりすると思います

ので、そういったところまでケアしてもらえるといいのかなと思いました。 

〇関崎 ありがとうございます。私も今の堤委員の意見には大変共感を覚えます。 

  もう一つ、消費者対象でなくて、事業者についてですね。飲食店とか、あるいは輸入

販売業者とかのほうに、「海外でこんな事件があったんだ」ということを知らせるとい

うことも、有効なんだろうと思います。 

  今のキクラゲの話も多分、水で時間をかけて戻したのを、ちゃっちゃと細く切って、

ほとんど茹でずに上に乗せて食べちゃったんだろうなと思うんですが、家庭でそういう

ことが起きるかなというと、家庭で一晩かけてゆっくり戻す人がどれだけいるのかなと

思います。 

  あんなものはフライパンに入れて火にかければ、アッという間に戻りますので、そう

したら加熱になっちゃいますよね。 

  だから、それよりも大量に扱うレストランとか事業所のほうが、危ない可能性が高い

んじゃないかなと思うので、消費者に対する情報提供だけではなくて、そういう事業者

への提供というのはなんかできますかね、事務局。 

  もちろん、保健所の方々がいろいろ日常的にも巡回して指導はされているのは承知し

ていますが。 

〇大木 この調査を行った事業所では、海外で起きた食中毒事例や今回の調査結果を業者

へ情報提供をしていると聞いています。 

〇関崎 分かりました。それを伺って安心しました。 
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  では、どういうふうにしましょうか。この案件については 評価委員会に上げて、ど

ういう情報提供をするのかというのを、少し突っ込んだ議論をしていただいて、それで

最終的な結論を出すという方向に持っていくということがいいですかね。 

  委員の方々はどうどうでしょう。 

  先ほどの意見と同じように、ここで決めるのが難しくなってきてしまって、ただ、評

価委員会に上げずに、ここで止めちゃうと、また先ほどの話じゃないですが、次の２月

まで待つ話になっちゃいます。 

  それよりも、ここでもいろいろな意見が出て、多少意見も割れたところもあるけれど

も、消費者を対象とした場合、どの情報をすぐに提供したらいいのか、どのように提供

したらいいのかというところで、若干意見が割れているのかなと思ったんですが、その

辺も含めて、評価委員会もちろんもっと突っ込んだ議論、あるいは大勢の方々で議論で

きるわけですから、様々なご意見がまた出てきて、方向性がまた少し定まってくるのか

なと思います。 

  そんな格好ができるならば、ここで止めるのではなくて、評価委員会にもこの案件を

持っていって、「皆さんのご意見を聞きたい」ということにしたらいいかなと思いま

す。 

  「いや、もうちょっとこうしたほうが」とか、「そのときにはこの辺をぜひお願いし

ます」とか、委員の方々からご意見がありましたら、どうでしょうか。 

  よろしいですか。 

  最初の案件と同じように、ここもまとまりのつかない話のままですが、事務局はまと

められますか。 

 ○大木 まずは現在わかっている情報を整理して情報提供することはすぐにできるかと

考えています。 

〇関崎 分かりました。事務局としては、もうすぐに出せる情報はどんどん、待ったなし

で出していきたいということですね。 

  一方で、評価委員会では、どういう形で、あるいはどういう方を対象にして、情報提

供するかとかという、細かい議論とかをしていただいて、とりあえずは、「加熱不足で

はいかんぞ」というのがメインになるということですね。 

  他にもあるかもしれませんし、そのときの委員の方々のご意見をまとめて、また少

し、方向を変えるわけではないですが、出す情報を増やしていくということがあるのか

なと思います。 

  そういった格好で、この案件は、評価委員会には持っていって、さらに議論していた

だくということが、今のまとめかと思うんですが、委員の方々、いかがですか。 
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  そういうようなことで、評価委員会で検討してもらい、一方で、「加熱不足はいか

ん」という情報は、どんどん待ったなしで、ホームページ等で上げていくということを

やっていきたいという話だったんですが、そういうことでよろしいでしょうか。 

  委員の方々、何かつけ加えとか、反対とかございませんか。 

  よろしいですか。 

  ありがとうございます。特段反対意見は出なかったようです。 

  では、事務局。これは、評価委員会に上げていくことにして、当面は「加熱不足はい

かん」ということを中心にした情報提供になりますが、いろいろな事例とか、そこまで

に集まった情報も、評価委員会でも出していただいて、それを見た上で、また少し人数

の委員の方々から様々なご意見が出ると思いますので、そのご意見を伺って、軌道修正

ではなくて、その情報を加味するとか、修正するとかいったことをしていけばいいのか

なというご意見だったと思います。 

  そのような形で次の評価委員会を設定していただければと思います。 

  委員の先生方、ありがとうございます。これで本日の情報収集については、検討を終

了したいと思います。 

 

３．報告事項 

○関崎 次に 議事の３番の報告事項に移ります。 

  （１）園芸植物等の誤食による食中毒予防に係る情報提供について、事務局からご報

告をお願いいたします。 

○勇上 それでは、ご報告いたします。 

  令和４年度第１回食品安全情報評価委員会でご検討いただきました、園芸植物等の誤

食による食中毒について、その後の対応等をご報告いたします。 

  委員会において、園芸植物等の誤食による食中毒予防については、コロナ禍での消費

行動の変化の状況等を踏まえ、効果的な情報発信の内容や手法等についてご検討いただ

きました。 

  よって、園芸植物等の誤食による食中毒予防の普及啓発につきましては、ポイントを

３ついただきました。 

  １つ目は、今後も継続的に粘り強く注意喚起を行うこと、２つ目は、情報発信の際は 

消費者に関心を持ってもらうよう工夫すること、３つ目は、啓発対象者に即した複数の

メディアを活用した情報発信を検討すること、ということです。 

  この検討結果を踏まえまして、昨年度、過去１０年間に、本人または同居家族が、自

宅や家庭菜園等で植物を育てて食べた経験がある２０歳以上の都民を対象として、園芸

植物等の栽培に関する実態調査及び食中毒に関する意識調査を実施いたしました。 
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  ここで調査結果につきまして、概要を３点ご説明いたしますので、資料４をご覧くだ

さい。 

  なお、本人または同居家族の植物の栽培歴につきましては、１０年以上と、４～９年

が約３割ずつ、３年以下が約４割となっております。 

  まず１つ目に、家庭菜園などで栽培した植物の判断に対する回答をご説明いたしま

す。 

 こちらは複数回答となっております。 

  食用の植物を植えたはずなので確認しないで食べるが２７．１％、食用の植物かどう

かアプリやインターネットで確認して食べるが１８．５％、食用の植物かどうか図鑑な

ど（電子版も含む）で確認して食べるが１８．５％でした。一方で、食べないと回答し

た方も１７．０％おりました。 

  ２つ目に、園芸植物等に関連する食中毒の知識に関する設問についてご説明いたしま

す。こちらも複数回答となっております。 

  鑑賞用の植物による食中毒の知識については、約半数の方が、植物によっては死亡や

重い症状になる場合がある。植物によっては嘔吐などの症状が出る場合があると回答い

たしました。 

  しかし一方で、食中毒を起こす植物が販売されていることを知らなかったと答えた方

が１８．５％、食中毒を起こす植物があることを知らなかったが１５．５％という結果

になりました。 

  ３つ目に、有毒植物の具体的な名称についてご説明いたします。 

  食べると食中毒を起こす植物について知っていると回答した５３０人に対して、食中

毒を起こす植物について知っている植物の具体的な名前を挙げてもらったところ、８割

以上の方が、「スイセン」と回答いたしました。 

  しかし一方で、「チョウセンアサガオ」は３８．３％であるほか、それ以外の植物は

さらに認知度の低い結果となっております。こちらも複数回答となっております。 

  以上が概要となります。 

  調査結果全体につきましては、本年３月に、委員の皆様にお送りした冊子のほか、ホ

ームページにも掲載しておりますので、ご確認ください。 

  ここからは、東京都が実施しました、園芸植物等の誤食による食中毒の防止について

行った普及啓発についてご説明いたします。 

  令和５年３月１６日、薬用植物園において、「第４回食の安全都民講座～これ食べら

れる？ 有毒植物の見分け方講座」と題しまして、主任研究員による解説を交えなが

ら、実際に有毒植物等を確認していくという講座を開催いたしました。 

  当日は２３名の参加者がありまして、参加者からは、「思っていた以上に有毒植物が

多く、誤食で亡くなった方がいることに驚きました」、「実物を見ることで実際に見分
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けがつかない状態を実感できました」、「様々な植物があり、名前だけ知っているもの

の、現物も見られてよかったです」など、好意的なご意見をいただいております。 

  一方で、「もう少しゆっくり見学したかった」、「時間が足りなかった」というご意

見も複数いただきました。 

  これらを踏まえ、今後さらに内容を充実させていく予定です。 

  また、この講座の特設ページには、現在、令和３年度に動画配信を行った有毒植物に

ついての講義を、７本配信しております。 

  併せまして、令和５年３月１日から、植物専門ＳＮＳ、グリーンスナップ内に特設ペ

ージを設けまして、有毒植物等による食中毒について情報提供を始めました。 

  グリーンスナップは、植物や花に興味のある方が写真を投稿して、それに、ほかの

方々が「いいね」やコメントをすることで、コミュニケーションがとれるＳＮＳとなっ

ております。 

  植物の育て方の記事も非常に充実しておりまして、コロナ禍で若いユーザー数が増加

したということで、植物専門のＳＮＳの中では、国内シェア１位というふうに聞いてお

ります。 

  設けました特設ページは、「身近にある有毒植物」と題しまして、４つのコーナーか

らつくられております。 

  まず、東京都からのニュース、お知らせとしまして、施設ごとにお知らせしたいこと

とか、都内で発生した植物性自然毒による食中毒について掲載しております。 

  現在は、６月５日に発生しました、ジャガイモによる食中毒についてと、スイセンが

原因の食中毒の注意喚起を２点掲載しております。 

  続きまして、有毒植物による食中毒の発生状況とか注意点を掲載しております。 

  ３つ目に、植物の写真と注意する時期、間違いやすい植物とポイントなどについて、

組み合わせたコーナーがございます。 

  事件数が多いスイセン、死亡事例があるイヌサフラン、夏に発生の多いチョウセンア

サガオにつきましては、目立つように大きく取り上げた構成といたしました。 

  説明文の下には、それぞれ「詳細はこちら」というボタンがありまして、こちらをク

リックすると、東京都の食品衛生の窓の有毒植物のページにリンクするというつくりに

なっております。 

  最後に４つ目は、一番下には、「有毒植物に関する詳しい情報はこちらから」とし

て、 東京都が提供している有毒植物に関するコンテンツへのリンク集を掲載しており

ます。 

  ここで、特設ページの３月から４月までの２か月間についての数値についてご説明い

たします。 
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  まず、ページビューですが、これは、グリーンスナップの中のこのページが見られた

回数ですが、累計で８６９７回ということです。詳細は、こちらがクリックされた数で

すが、これが４１８５回となっております。 

  したがって、約半数の方が、このグリーンスナップのページから、食品衛生の窓をご

覧いただいているということになります。 

  そして、ページ滞在時間は、平均で１分５５秒ということでした。グリーンスナップ

特設ページの滞在時間の平均は１分１０秒程度ということですので、しっかり読み込ま

れていると考えられます。 

  また、ページビュー数につきましても、現在はかなり好調であるといえると伺ってお

ります。 

 この特設ページは、令和６年３月３１日までの設置となります。今後も引き続き、有毒

植物等による食中毒防止のための情報発信に努めてまいります。 

  本件に関するご報告は以上となります。 

○関崎 ありがとうございます。 

  ただいま報告がありました件についてご質問、ご意見など、委員の方々からあります

か。ありましたら、挙手あるいはお声を出していただければと思います。よろしくお願

いします。 

  ご意見はありませんか。 

  園芸植物というので、結構危ないのがあるのは、こうやって情報提供されているんで

すが、先ほどものご報告の中にもありましたが、６月に、調理実習でジャガイモをやっ

ちゃいましたよね。 

  「あれってまた繰り返したのか」と、ちょっとがっかりしちゃったんですが、教育現

場でそういうことはどういうふうに情報が伝わってるんですかね。 

○大木 私共も教育庁と今連絡をとっているところで、確認してみたいと思っておりま

す。 

  コロナ前は起きていなかったものが、コロナで調理実習等をやらなくなって、伝わら

ないまま､発生してしまった事案もあるように聞いておりますので、そのあたり、いろ

いろなところで、ジャガイモの注意喚起を取り上げたりしていますが、今後も普及啓発

に努めていきたいと思っております。 

○関崎 ありがとうございます。 

  ジャガイモもそうですが、園芸植物のほうは、死亡している方が出ています。イヌサ

フランとかグロリオサとかについて、本当に繰り返し情報提供をやらないといけないん

でしょうね。 

  では、石井委員、お願いします。 
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○石井 小学校の家庭科の教科書には、ジャガイモの食中毒のことは入っているんです

が、家庭科の履修学年が５年と６年なので、それよりも下の学年で栽培したりして、そ

れを食べたりして中毒を起こしているということなんですよね。 

  だから、小学校の担任の先生方がそれぞれ自覚しないと、なかなか年に一回、二回は

起こってきちゃうんだなと思いますので、毎回発信しているほうとしては、「また見て

もらえてなかった」みたいな感じになってしまいます。 

○関崎 ありがとうございます。 

  現場とのギャップというか、関係者の方々のご苦労があるかなと思いました。 

  園芸植物について何かご意見はありませんか。 

  園芸植物は、ここのところ、自然毒の死亡事例がかなり多くなっていて、ここ数年、

そうですよね。 

  非常に危険だという感じがするんですが、その危険度がまだ皆さんに伝っていないの

かなという、残念な気持ちですね。 

  それでは、よろしいでしょうか。 

  東京都でも、きめ細かく情報提供をされているということですので、このまま続けて

いただければと思います。 

  ありがとうございます。 

 

４．その他 

○関崎 では、この議事は終わりにしまして、次に、「４．その他」になります。 

  事務局から何かありますか。 

○勇上 「その他」については、特にございません。 

○関崎 ありがとうございます。 

  では、全ての議事が終わったと思いますので、最後に事務局から今後のスケジュール 

についてご説明いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○大木 事務局の大木です。 

  今後のスケジュールですが、第 1回東京都食品安全情報評価委員会が、７月１４日を

予定しております。 

  関崎座長から、２題ともご相談していただきたいのですが、ご報告いただいた上で、

評価委員会の皆様にご検討いただくことになります。 

○関崎 ありがとうございます。 

  どういった形で上げるかというのは、また私とも相談いただければ、メールでもいい

と思いますが、よろしくお願いします。 

  これで本日の議事が全て終わりました。 

  よろしいですね。 
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  では、進行を事務局にお返ししたいと思います。お願いします。 

 

５．閉会 

○大木 関崎座長、どうもありがとうございました。 

  委員の皆様も長時間、１時間半くらい、本当にご検討いただきましてありがとうござ

いました。 

  Ｗｅｂの調子もあったかと思うのですが、円滑に会議に、議事の進行にご協力いただ

きましてありがとうございました。 

  それでは、これをもちまして令和５年度第１回情報選定専門委員会を閉会いたしま

す。 

  ありがとうございました。 

（１５時２７分閉会） 

 

 


